
           

 

 

研究に関するお知らせ 

（サリドマイド胎芽症者のこころの健康とQOL（生活の質）に関する全国調査） 

 

国立研究開発法人 国立国際医療研究センター病院精神科では、以下にご説明す

る研究を行います。 

 

■研究目的・方法 

サリドマイド剤は、ヨーロッパ諸国で「contergan」として1957年に発売され

ました。同剤を服用した妊婦の胎児に障害が生じ、これらのことを「サリドマイド

胎芽症」といいます。本邦でも、同剤が1958年に睡眠薬として発売され、胎児被

害が増加したと言われています。全世界の被害者の総数は3900例とされ、本邦で

は309例が報告されています。 

サリドマイド被害から 50 年以上が経過しました。加齢と共に、サリドマイド胎

芽症者の生活上の困難さやこころの問題は変化していくと考えられます。そこで、

当科では、サリドマイド胎芽症者の精神的問題と QOL について調べるため、質問

紙によるアンケート調査を行います。 

 

■研究期間 

2019年1月11日～2023年3月31日 

 

■研究の対象となる方、調査への同意について 

アンケート用紙が送付されたサリドマイド胎芽症者の方で、研究参加に同意さ

れ、アンケートに回答された方。 

本調査へのご協力の同意は自由意志で、調査にご協力いただけない場合でも、何

ら不利益はありません。一度同意した場合でも、いつでも同意を取り消すことがで

きます。同意を取り消す場合、調査資料の今後の取り扱いについての希望をうかが

います。 

  

■研究に用いる試料・情報の種類 

上記の対象期間中に回収したアンケートの回答を研究に使用させて頂きます。使

用に際しては、政府が定めた倫理指針に則って個人情報を厳重に保護し、研究結果

の発表に際しても、個人が特定されない形で行います。 

 

■個人情報の開示に係る手続きについて 

本研究で収集させて頂いたご自身の情報を当院の規定に則った形でご覧頂くこと

も出来ます。ご希望される方は、どうぞ以下に記したお問合せ先にお申し出くださ

い。 



           

 

■利益相反について 

本研究に、開示すべき利益相反は存在しません。利益相反の状況は、当院利益相

反マネジメント委員会に報告され、その指示を受けて適切に管理されています。 

 

■研究責任者： 

国立研究開発法人 国立国際医療研究センター 精神科 心理療法士 

氏名：曽根 英恵 

 

■お問い合わせ先 

国立研究開発法人 国立国際医療研究センター 

精神科 心理療法士 曽根 英恵 

住所：〒162-8655 東京都 新宿区 戸山 1-21-1 

電話番号：03-3202-7181（代表）  

 

■掲示場所・交付場所 

この研究のお知らせは、当院精神科のホームページから閲覧可能です。 

ご希望される方には、このお知らせをお渡しすることもできますので、どうぞ上記

のお問い合わせ先までお申し出ください。 

 

 


